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第 3448 回例会（令和 7 年 2 月 5 日・水）

●例会変更のお知らせ
月　　日 クラブ名 受付場所

 2 月10日（月） 松 江 南 松江エクセルホテル東急

 2 月12日（水） 大 社 出雲商工会
（旧大社商工会  大社町杵築南1344事務局）

 2 月13日（木） 松 江 東 ホテル一畑
 2 月18日（火） 出 雲 ホテル武志山荘
 2 月25日（火） 松江しんじ湖 ホテル一畑
 2 月27日（木） 松 江 東 ホテル一畑

令和 7 年 1 月27日（月・曇りのち雨）

会員数（人） 出席者数（人） 欠席者数（人） 出席率（％）
（出席免除会員含む）

前々回補正（％）
（出席免除会員含む）

松江クラブ 61 36 25 69.23 84.21

メーキャップ：今井（松江南）、内田、大関（松江しんじ湖）

第3447回例会記録

今週のプログラム

次週のプログラム

 2 月 5 日（水）　　会員スピーチ

「最近の交通事情」

一畑電気鉄道㈱　経営戦略部長　大
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聡
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会員

 2 月19日（水）　　会員スピーチ

「私の夢：宍道湖 世界サミット実現」

大和証券㈱　松江支店長　山
やま

田
だ

泰
たい

樹
じゅ

会員

 2 月 5 日（水） 定例理事会
 2 月 9 日（日） 松江しんじ湖創立30周年記念式典
 会場：ホテル一畑
 2 月12日（水） 休会
 2 月26日（水） バイキング形式

2025年 2月の予定
※

※

【松江４クラブ合同例会】ホスト：松江南RC
<例　会>　18：30
� 司会：SAA　平野　康代
●�開会点鐘� 松江南RC会長　山口　　章
●�国家斉唱� ソングリーダー　古津　弘也
●�ロータリーソング「奉仕の理想」
●�「四つのテスト」唱和
� 松江南RC職業奉仕委員　宮田　宗一
●�黙　　祷
●�ホストクラブ会長挨拶� 松江南RC会長　山口　　章
●�直前ガバナー挨拶
� 第2690地区　直前ガバナー　石倉　貞昭
●�ガバナー補佐挨拶
� 第3グループガバナー補佐　浜崎　　晃
●�次期ガバナー補佐挨拶
� 第3グループ次期ガバナー補佐　小林　祥泰
●�各クラブ新会員紹介（2024年8月27日以降入会）
●�〈クラブ別に登壇　各クラブ幹事よりまとめて紹介〉
●�幹事報告� 松江南RC幹事　野島　和朋

●�委員会報告（出席報告）
� 松江南RC親睦・出席委員長　藤井　　勲
●�閉会点鐘　19：10� 松江RC会長　山口　　章

<懇親会>　19：20～
� 司会：松江南RC親睦・出席副委員長　春名　勝之
●�記念演奏　オープニング
� ヴァイオリン奏者　吉田　美里
●�モーツァルトと同じ誕生日の会員の紹介
●�開会挨拶� 松江南RC親睦・出席委員長　友塚　順子
●�アトラクション
●�乾　　杯� 第3グループガバナー補佐　浜崎　　晃�
●�記念演奏　ヴァイオリンミニコンサート
� ヴァイオリン奏者　吉田　美里
●�閉会挨拶� 松江南RC副会長　梶田のぞみ
●�ロータリーソング「手に手つないで」
� ソングリーダー　古津　弘也
●�閉　　会　20：50

● ● ● 誕生月 ● ● ●

谷口　正人会員� 14日

● ● ● 出席100％賞 ● ● ●

信太　秀夫会員� 42年� 今井　直樹会員� 37年



松江４クラブ合同例会
2025年1月27日（月）　18：30～20：50

会　場：松江エクセルホテル東急
ホスト：松江南ＲＣ　　　　　　

〈1/27 誕生日のお２人です〉
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私の父は、永通さん（松江ロータリークラブ会
員、2024年10月ご逝去）とゴルフをするのを
いつも楽しみにしていました。

ゴルフは通常、18ホールを一日かけてプレイ
するのが一般的です。しかし、体力が衰えた父を
気遣い、永通さんは天気の良い水曜日（もちろん
ロータリーの例会後です（笑））によくハーフプ
レイ（9ホールだけのプレイ）に誘ってください
ました。

認知症の影響でスコアを数えるのが難しくなっ
た父に「今のホールは何打だった？」と私がたず
ねると、決まって「今のホールはパーだった」と
返ってきます。プロゴルファーでもあるまいし、

「毎ホールパーのはずはないだろう」と突っ込む
私に、永通さんは優しい笑顔で「お父さんが楽し
く時間を過ごせれば、スコアなんてどうでもいい
んだよ」と仰いました。私はルールや結果にばか
り囚われて、もっと大切なことを忘れていたこと
に気づかされました。そして、それを父に聞こえ
ないように私の耳元でそっと教えて下さった永通
さんの気遣い、優しさに頭が下がる思いでした。

最後に3人でゴルフをしたのは、2023年の秋
でした「来年の春、また暖かくなったら3人でゴ

ルフをしましょう」と約束したのを覚えています。
残念ながら、父の認知症はその後急速に進み、ゴ
ルフとは遠ざかる生活を送っています。一方、永
通さんも体調を崩され、2024年の秋に鬼籍に入
られました。

@Ko Olina ゴルフクラブ名物のミッキーマウスバンカーで
苦闘する父

この世で3人揃って再びゴルフをするのは叶わ
ない約束となりました。

でも、永通さんの優しい笑顔と、楽しそうにプ
レイする父の背中は、どこかのゴルフ場で私を待
っていてくれるような、そんな気がする時があり
ます。 （建築）


